
 

 

モニタリングシート（食物栄養学科） 
№ モニタリング項目 データ データから見る点検結果（概要） 課題 改善へのアクション 

1 
前年度の向上・改善施策の実施状
況（成果・課題・継続事項）はど
のような状況か。 

・自己点検・評価から見る
課題に対する向上・改善施
策 

前年度の状況を踏まえ、学科 FD 研修の実施など、学科内
での問題意識の共有などを行った。満足度の向上、外国語
の運用などに関する習得度の低さ、また 2022 年度の入学
者増に対する対応などは、引き続いての対応が必要であ
る。 

特になし 
昨年度に引き続き、アカデミックハラ
スメントに関する FD 研修会を実施す
る。 

2 
経年でみた志願者動向はどのよ
うな状況か。 

・各種入試結果 
（入試区分別・高校ランク
等） 

 

2020 年以降、指定校推薦・公募制推薦における志願者増
加がみられる一方で、一般入試（前期）に関しては、過去
の志願者に比較し減少している。このような傾向を学科
内で共有する。 

学科の魅力等の発信は入試広
報課と共同して行うが、同時
に入試形態別の入学後のGPA
の検証などを行い、入学後の
満足度の向上、国家試験対策
などを充実させ、志願者増に
つなげる。 

入試広報委員を中心に学科の魅力発信
を行う。 

3 
経年でみた新入生の動向はどの
ような状況か。 

・新入生アンケート 
（第一志望・選択理由・本
学への期待等） 

本学科を第 1 希望とする学生は 2022 年度以降 72～73％
を占める。また、入学生の 70％以上は、資格所得を期待
して入学しており、この傾向は、過去 3 年変わっていな
い。 

本学科への期待について、資
格取得に次いで多数を占める
「専門的な知識が身につく授
業が多い」「幅広い知識・教養
が身につく授業が多い」の意
見は、2021 年度以降、減少傾
向にある。この点は、学科内で
の検証が必要である。 

新入生アンケートの結果を踏まえ、今
後のニーズの把握に努める。 

4 
DP・CP と連関したカリキュラム
が各学位プログラムレベルで適
切に設計されているか。 

・カリキュラムマップの
状況 
・ALCS学修行動比較調査
(経験) 
・卒業時アンケート(経験) 

カリキュラムマップの状況より、ディプロマポリシーの
各項目がカリキュラムに配置されており、体系的な科目
編成となっている。引き続き、DP、CP との連関を意識す
る。 

DP の各項目がカリキュラム
に配置されているものの、偏
りがみられる。卒業時アンケ
ート結果（2023）より、満足
度は、「幅広い知識・教養が身
につけられる授業の多さ」「国
際感覚が身につく授業の多
さ」「語学力が向上する授業・
制度」の項目が低い。 

今後、学科の改組などを利用して対応
する必要がある 



 

 

№ モニタリング項目 データ データから見る点検結果（概要） 課題 改善へのアクション 

5 
カリキュラム・授業は、適切に運
営されているか。  

・授業アンケート 
・ALCS学修行動比較調査
(経験) 
・卒業時アンケート(経験) 
・最低修業年限卒業率 

授業アンケート結果より、カリキュラムが適切に実施さ
れているものと考える。 

特になし 特になし 

6 
DP にもとづく学修成果の到達度
の状況。 

・ジェネリックスキル測
定テスト（３回生） 
・ALCS学修行動比較調査
（修得度） 
・卒業時アンケート（修得
度） 
・進路・就職結果データ 
・免許・資格取得状況 

汎用的技能としての外国語の対応が不十分であり、社会
性・自律性と関連性がある必修科目や選択科目はあるも
のの、多くはなく、また、自律性は、関連性をやや有する
科目があるのみであることが確認された。 

「母語以外の特定の外国語が
運用できる」の項目は修得度
が低い。そのため、現在、科学
英語授業では、到達度調査に
よるクラス分け、それに伴う
クラス数増などの対応を実施
しきたが、更なる検討が必要
である。 

一層の少人数教育の実施に向けた検討
を行う。 

7 
進路・就職及び免許・資格取得状
況。 

進路、就職状況については、特に問題はない。ただし、管
理栄養士試験合格率について、2022 年 2 月実施試験の
97.4％から、2023 年 2 月試験の 89.2％に低下した。 

管理栄養士国家試験の合格率
は、受験者数にも影響する点
であり、対策が必要である。 

今年度については、卒業研究発表開催
時期の前倒し、模擬試験における成績
下位学生への対応を重点的にすすめて
いく。 

8 
各科目の成績および卒業論文・研
究が適切に評価されているか。 

・各科目の成績分布 
・卒業論文・研究の判定結
果 

成績分布に偏りは生じておらず、問題ない状況といえる。
卒業論文・研究に関しても問題ない状況といえる 

特になし 特になし 

9 

職位・年齢のバランス、非常勤比
率に留意し、かつ、カリキュラム
に基づく教員組織となっている
か。 

・所属教員の状況 
・科目群別非常勤比率 

教員の職位、年齢、性別のバランス、非常勤比率に問題は
ない。また担当科目と各研究分野が合致した教員組織と
なっている。 

特になし 特になし 
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10 

学科個別の FD について、課題認
識および今後の方向性、外部環境
を踏まえた FDを実施できている
か。 

・FD の取り組み状況 
・前年度点検シート 
・自己点検・評価から見る
課題に対する向上・改善施
策 

2023年 3 月卒業生の卒業時アンケートにおいて、自分を
成長させてくれる教授・先生に出会える、教授・先生が授
業の取り組みに熱心であるなどの項目が他学科に比較し
満足度が低い。この傾向は 2022 年卒業生の結果でも同様
である。 

2023年3月卒業生の卒業時ア
ンケート結果における総合的
な満足でに関するフリーコメ
ントでは、好意的なコメント
もみられるが、引き続き、問題
点を明確にし、満足度の向上
をはかる必要がある。 

FD 研修会として、昨年度に引き続きア
カデミックハラスメントをテーマに、
大学において、教育する側と教育を受
ける側の関係性の理解と対応をはいか
にあるべきかについて学ぶ機会を
2024 年 9 月、または 3 月に計画して
いる。 

11 

上記以外で「継続すること」「課
題」「次へのアクション」「全学
レベルで検討すべき事項（提案）」
があれば入力 

・各種データ 特になし 特になし 特になし 

 


